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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：活性化成長因子受容体をニューロンのシグナル伝達経路に結合させるシグナル伝達アダプター。皮質ニューロンにおいて、神経栄養因子活性化Trk受容体のシグナル伝達経路に関与する。,PTM：チロシンリン酸化。,類似性：1つのPIDドメインを含む。,類似性：1つのSH2ドメインを含む。,サブユニット：リン酸化チロシン依存的にTrk受容体と相互作用する。活性化されるとGRB2に結合する。活性化EGF受容体と相互作用する。,組織特異性：主に脳で発現する。膵臓を除く他の組織ではほとんど検出されない。大脳皮質、前頭葉、側頭葉、後頭極、海馬、尾状核、扁桃体に高発現している。小脳、延髄、脊髄に低レベルで発現している。,機能:活性化成長因子受容体をニューロンのシグナル伝達経路に連結するシグナル伝達アダプター。皮質ニューロンにおいて、神経栄養因子活性化Trk受容体のシグナル伝達経路に関与する。,PTM:チロシンリン酸化。,類似性:1つのPIDドメインを含む。,類似性:1つのSH2ドメインを含む。,サブユニット:リン酸化チロシン依存的にTrk受容体と相互作用する。活性化されるとGRB2に結合する。活性化EGF受容体と相互作用する。,組織特異性:主に脳で発現する。膵臓以外の組織ではほとんど検出されない。大脳皮質、前頭葉、側頭葉、後頭極、海馬、尾状核、扁桃体に高発現している。小脳、髄質、脊髄で低レベルで発現しています。
	研究分野
	ErbB_HER;ケモカイン;接着斑;ナチュラルキラー細胞を介した細胞傷害;神経栄養因子;インスリン受容体;神経膠腫;慢性骨髄性白血病;
	画像データ
	

	SHC3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。

